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誤解や期待はずれを重ねて戦後の日米が関係を築いてき ︒第三章は︑一九五〇年代アメリカに流行っていた生け花や盆栽の歴史を説く︒占領軍の一員とし 日本へ派遣されたアメリカの将校たちと一緒に来日した奥さんたちは言葉︑文化など一切わかってない外国に住むようになったが︑言葉がわからなく も楽しめるお花︑植木鉢で培う植物などに興味をもつよう なった︒その結果︑多くの米軍将校の奥さんが生け花や盆栽 習い始めた︒　
日
本では生け花と盆栽は︑特に﹁女性﹂の芸ではない一方で︑






























アメリカ キリスト教︑ユダヤ教の信仰を失い︑異なる信仰を探す人が多くなった︒釈宗演 鈴木大拙 どの学者や臨済宗の先生が戦後アメリカで禅を宣教し︑その教えがインテリやカトリック神父などの中で人気を集めた︒有名なアメリカ人修道士トマス・マートン 禅学にはまってカト ック信者に座禅を勧め︑アメリカ詩人ゲリー・スナイダーが禅の詩を英訳し禅 美学 広告し︑そして大金持ちのナンシー・ウィルソン・ロスが 坊主になってアメリカ人を日本へ招き 研究を広めた︒彼らは 詐欺師ではなく︑アメリ 版オリエ タリストだった︒本気に東洋のことについて勉強がしたかった︒　
こ
れらの人々の活動などを受けてアメリカ社会全体が禅に興味
を持つように った︒障子︑火鉢︑映画 と同じく︑本物の禅がアメリカ化する流れで変形 ﹁ゼン﹂ ︑つまりアメリカ版禅︑に切り替えられた︒禅という宗教︑伝統などがその個性を失 て︑






















に気付いて違和感を感じた︒確 にこの本は﹁アメリカの歴史﹂の本と類似し いるが︑アメリカがどれだけ日本を勘違いしていたかと明らかに た 意志で書かれた本として︑英語の本のみを使用する いう選択肢が少々腹に据えかねる︒昔の﹁東洋﹂を研究する人は︑できる限り現地の言葉 覚 て研究活動を行な ていたが︑サイードなどからの批判を受けてあ 現地の言葉を勉強しない学者が増えている気がする︒メットラーの本は︑英語けで日本を研 できるかできない 実験 して書くことを試みた本として︑どちらかというと大成功で収まったと思う︒が︑英語圏の のみを参考にして書かれた本に見える﹁日本﹂の定義に
は不安を抱く︒結局︑それはアメリカ人が想像した﹁日本﹂を超えることができるのか︒言い換えれば︑虜になった日本が勝利者アメリカに文化 教えたが︑アメリカはその教えだけを持ち帰り︑お世話になった先生の存在を忘れて るではないかと改めて確認したい︒
